
広 報
主 な内容

・2面…市職員を募集

.3面…大相撲平塚七夕場所

・4面 ・5面 ・市議会議員選挙の

結果、市民の代表34人を紹介

17.::1包iF重::W~.3ヨ~，..Ij冨S"~.t.吾 |1百事百

開封雪宅ヨ11JEElJ~.lLg If旦l
スタート

平成11年度から8年間に本市が進めていく「障害者福祉計画J

ができました。

この計画は、障害者のための施策に関する塁本的な計画で、

福祉はもとより保健、教青、就労、文化、スポーツ、防災、ま

ちづく りなどの幅広い分野にわたる今後の課題と施策を総合的

に示しています。

塁本理念の「障害のある人も障害のない人も、ともにいきい

きと生活するまちづくりJの実現に向けて3つの目標(自立と

社会参加の促進、地域における麦援の充実、暮らしやすい生活

環境づくりの推進)を墨に様々な施策を展開していきます。

手嵯五tJ!/)s.J:J~iËJ <平成11制月1日随()内1<1:前月比〉 人口253.592C -408) 世帯92.137C一18)

5/15 
.発行平啄市 ・編集 企画部広報広聴稼

干254-8686 神奈川県平縁市浅間町9醤1号
電E吉23-1111・35-1111 FAX 23-9467 

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/ 

・発行部数 103，000昔日(毎月1日・15日発行)

写真は平啄際海 赤十字君5{土団のみ花王宮 ん

-司開主主ヲEヨ疋玄E・
自立と社会参加の促進 障害者の日を中心とする啓発活動、障害者

スポーツ大会への参加支援、就労の促進、ともしびショッブの整備

促進、文化活動の促進など

地域における支援の充実 西部福祉会館の整備、保健センターの整

備、財産保全管理システムの整備充実、給食サービス、障害者福

祉施設整備芯どへの支援、地域療育システムの推進芯ど

暮5しやすい生活環境づくりの推進 福祉車両(車いす移送車)の

貸し出し、障害者等災害弱者情報提供のルール化、障害者にやさし

いまちづくり、高齢者や障害者にやさしい商居街づくり、低床パス

の導入促進、歩道の段差改修など

O問い合わせ先障害福祉課 (ft21-8774)

S21§55222322鷲 錦100%
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マ
ニ
ュ

1
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト
(
1月
)

マ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
市
民
合
削
聞
の

響
宴

(2
月
6
H
)

マ
神
奈
川
大
学
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー

ト

(
2
月
幻
自
)

マ
束
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
枠
楽

団
コ
ン
サ
ー
ト

(3
月
初
日
)

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

街
角
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い
た
り
、

受
け
付
け
や
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど

の
運
営
に
携
わ
っ
た
り
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

0

・
「
友
の
会」

の
会
員
に

チ
ケ
ッ
ト
の
優
先
予
約
が
で
き
る

ほ
か
、
恨
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
情

報
誌
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
会
金
は

無
料
で
す
。

・
「
湘
南
燦
々
ふ
る
さ
と
学
校
」
受

講
生
募
集

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
自
然
を
探
訪

し
た
り
し
な
が
ら
平
塚
の
新
し
い
文

化
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
日
程
・

内
容

会
歴
史
に
学
ぶ

〈平
成
日
年
度
〉

・
純
文
1
受
女
時
代

(
7月
四
日
)

・
鎌
倉
5
戦
国
時
代

(9
月

5
日
)

・
江
戸
時
代
(
叩
月
3
日
)

・
歴
史
探
訪
ツ
ア
1

(日
月
幻
自
)

'
Lい
「
文
化
財
団
」
で
き
ま
し
た

市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
で
創

造
的
な
文
化
活
動
を
促
進
し
よ
う
と

「
平
塚
市
文
化
財
団
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
設
立
を
記
念
し
て
、
今
年
度
、

九
つ
の
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

や
「
友
の
会
」
の
会
日
を
界
柔
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、

文
化
財
団

(干

制
|
制
見
附
町
日

l
1市
民
セ
ン
タ

ー
内

・
8
沼

2
2
3
5
)
へ。

※
「
ふ
る
さ
と
学
校
」
は
、
は
が
き

を
、
、
田
町
竜
一

O
/
。、Hqe司
司
停
車
時
、

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

ペ

L
"同
意

X
Oわんマ
E
h
-
-
t
-
E
E
m

職
業
を
記
入
し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

f
d
E
t一説
一

416ノ

4
4
E
Y二
1
1
h，
ノ

・
9
つ
の
設

立

記

念

事

業

公

文

科
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
よ
り
7
人
多
い

一
千
問
百
十
六
人

マ
削
前
ひ
ら
つ
か
寄
席

(
6月
幻

日

)

説
制
度
の
平
成
ト
年
度
の
実
施
状
況
マ
鯖
求
件
数
行
政
に
閲
す
る
も
の

マ
伝
統
芸
能
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「

一
休
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
幻
件
、
都
市
問
題
が
初
件
、
財
政

恋
慕
」

(
7
月

初

日

)

.

公

文
書
公
開
制
度
市
が
保
桁
す
が
児
件
、
公

3
・
災
害
が
国
件
、
議

マ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
叩
月
る
情
報
(
公
文
書
)
を
、
市
民
の
み
な
会
・
選
挙
が
日
件
な
ど
と
な
っ
て
い

口
日
)

さ

ん

が
知
り
た
い
と
き
に
知
る
こ
と
ま
す
。
具
体
的
に
は

「食
粒
費

・
交

マ
五
木
ひ
ろ
し
公
演
(
叩
月
羽
目
)

が
で
き
る
よ
う
保
障
す
る
制
度
で
す
際
費
・
旅
費
の
支
出
関
連
」
「
行
政

l
l
I
-
u
y
-

マ
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
(
百
M
円
)

マ
利
用
状
況
利
用
し
た
人
は
昨
年
視
察
関
連
」
「
公
害
関
連
の
書
類
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平成11年5月15日

[ 市職員を募集します J 

「囲碁まつりJも文化財団のイベ ン ト に

立主
文
書
乏ミ
開

{国
人

震
護
需U
度
の
実

禁
3兄

。申し込み方法 市役所3階の職員課などでお配りする指定の

「申込書J、「自己推薦骨」、「受験票(はがき)Jに、必要事

項を記入し、本人が直接持参してください。申 し込み時に

面接をします。郵送や代理による受け付けはできません

。受け付け場所 市役所A会議室(東附属庁舎2階)

。受け付け期間 6月2日(水)-10日(木)の午前9時~午後4時

30分(正午~午後1時と土・日曜日は除く)

O第1次試験日 6月27日(日)午前9時~午後1時
。問い合わせ先職員課 (内乱京2321)

市職員採用試験は、インターネットでもお知らせしています。

アドレスはhttp://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/で、す。

( 消防職員を募集します ] 

-
明
治
1
明
和

(1
月
)

・
ふ
る
さ
と
排
出
会

(
3月
)

女
現
在
を
み
つ
め
る
(
平
成
ロ
年
度
V

-
自
然
、
都
市
環
境
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
、
文
化
探
訪
ツ
ア
ー
を
開
催
し

た
り
し
ま
す

交
未
来
を
ひ
ら
く
(
平
成
日
年
度
〉

・
幻
山
紀
の
社
会
、
文
化
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
平
塚
の
新
し
い
文
化
を
考
え
る
」
を

開
催
し
た
り
し
ま
す

マ
定
員

印

人

(
先
着
順
)

マ
受
講
料

無
料

(探
訪
ツ
ア
l
料

金
な
ど
自
己
負
担
金
あ
り
)

が
多
く
前
求
さ
れ
ま
し
た

マ
処
理
状
況

公
開
侃
件
、

一
部
公

開
M
件
、
取
り
下
げ
な
ど
が
5
件
で

非
公
開
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

部
公
開
を
含
め
た
公
開
率
は
問
%
で

し
た

マ
情
報
の
提
供
市
役
所
3
階
に
あ

る
公
文
件
公
開
窓
口

「市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
、
行
政
資
料
や
刊
行

物
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す

.
個
人
情
報
保
護
制
度
市
民
の
み

な
さ
ん
が
自
分
に
関
す
る
情
報
が
ど

の
よ
う
に
記
蝕
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
間
辿
っ
て
い
る
場

合
に
は
訂
正
や
削
除
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
保
障
す
る
制
度
で
す

マ
取
り
扱
い
の
状
況
平
成
日
年
3

月
末
の
笠
録
件
数
は
似
件
で
す
。
こ

の

「登
録
簿
」
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
白
出
に
閲
覧
で
き
ま
す

マ
請
求
件
数
と
処
理
状
況
昨
年
度

は
開
示
前
求
が
8
件
あ
り
、
開
示
5

件、

一
部
開
示
1
件
、
取
り
下
げ
な

ど
2
件
で
し
た

ま
た
、
市
長
や
教
育
委
民
会
な
ど

が
実
施
す
る
試
験
の
中
で
、
あ
ら
か

じ
め
廿
示
さ
れ
た
も
の
は
前
求
に
よ

り
結
mmが
開
示
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度

は
職
口
採
用
試
験
な
ど
日
試
験
で
必

件
の
前
求
が
あ
り
、
試
験
結
果
の
う

ち
順
位
や
得
点
が
本
人
に
開
示
さ
れ

ま
し
た

-
問
い
合
わ
せ
先

2
6
6
5
)
 

総
務
課

(内
線

畝語。「一体懇欝J
n本の伝統的な世界から新しい歌唱舞台を創造した歌語り 「一休

恋慕」。ジャンルの逃う背来家が一堂に会するミュージカルをぜひ、
お楽しみください。

企画/演出
小椋佳

文化財団
設立記念

B月は「二輪車交通事故防止強化月間Jr暴走族追放強化月間Jです

事政原Eの.1IJJC指草

7月20日(祝)
午後6時30分開演

会場 市民センター
砂前売り 5月16日(日)午前10時

から市民センターで発売。全席指

定、 SI常4.000円、 A席3.000円

砂問い合わせ先 文化財団事務局

(n32-2235市民センター内)

時日

企画・演出の小椋佳

昨年1年間に平塚嘗察署管内で

二輪車の交通事故が734件発生しました

守れは、交通事故件数の約3割にあたりま

二輪車を運転するときは

家の周りに燃えやすいものを置いていませんか。マッチやライターは子どもの

手の届くところにありませんか。一人一人の注意で大切な財産や尊い命を火災が

ら守ることができます。みん芯で安心して暮らせる街をつくりましょう。
一人一人の注意で火災予防



録セタ湯M
7/27(火〉・ 28(水)

総合体育館
チケットの販売は 5/16(日)から

大
相
撲
の
幕
内
力
士
が
総
合
体
育

館
に
や
っ
て
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は

味
わ
え
な
い
迫
・
刈
を
ぜ
ひ
、
お
楽
し

み
く
だ
さ
い

0

.
時
間
午
前
8
時
間
場
(
終
了
予

定
は
午
後
3
時
)

-
チ
ケ
ッ
ト
料
金

マ
タ
マ
リ
席
(
1
人
)

一
万
四
千
円

マ
マ
ス
席

(4
人
)

問
万
問
千
円

(1
人
)

一

万
一
千
円

マ
特
別
イ
ス
席
(1
人
)
七
千
五
百
円

マ
イ
ス
A
附
(
1
人
)
六
千
円

.
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
・
販
売
日

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
時
間
は
、
午
前

* 燈
高
の
演
技
を
鍍
録
す
る
メ
ン
バ
ー
た
ち

9 

間
豆
品
部
@

第647号 (1日・15日発行)広報ひ5っか園

ディスヱーランドで踊ったよ
岡崎で活躍中のバトンチーム「岡崎リトルメジ

ャレッズ」が、4月25日東京ディズニーランドでの

ショーに出演し、すばらしい踊りを鍍露しました。

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
屯

話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
総
合
体
育
館
5
月
日
日
(日
)
1

幻
日
(
金
)
※
口
U
(刀
)
は
除
く

マ
け
ん
附
ム
門
体
育
館
5
月
日
日
(口
)

i
幻
日
(
金
)

マ
総
合
公
国
管
理
事
務
所
5
月
日

日
(日
)
か
ら
売
り
切
れ
ま
で

※
n
H
以
降
の十日

・
円
山
明
日
は
除
く

・
問
い
合
わ
せ
先
大
相
撲
平
塚
場

所
実
行
委
員
会
(
宮
お
|
0
1
0
2

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
内
)

海
で
広
が
る
友
情
の
輸

海
洋
少
年
団
員
を
募
集

夏
休
み
に
海
洋
調
査
船
に
釆
っ
て

洋
上
観
測
や
星
空
観
測
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
対
象
は
中
学
校

一
・
二
年

生
の
男
女
各
五
十
人
(先
消
順
)
で
す
。

マ
日
程

7
月
お
日
(
日
)事
一
前
研
修
、

8
月
9
日
(
月
)1
日
日
(水
)洋
上
研

修
、
8
月
訪
日
(
土
)事
後
研
修

国
一
室
見
基
本
十
酉

3
4
A
官
萄
吋

4==旦
剛
胆

』

h
a
屯
4
r
A
E
d凶

l

佳
品
三
ぎ

ζ

乙
E
P凶

芳
元
何
完
治
ヰ
桜
何

平
塚
市
環
境
審
議
会
で
は
、
環
境
ま
た
、
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
審
議
を
の
窓
見
を
募
集
し
ま
す
。
五
月
下
旬

進
め
て
い
ま
す
。
審
議
の
内
容
は
、
に
お
配
り
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「環

蹴
境
政
策
謀

(市
役
所
新
館
3
附
)

境
基
本
計
両
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
に

や
公
民
館
な
ど
で
お
配
り
し
て
い
る
な
り
、
ご
窓
口凡
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
ひ
ら
つ
か
押

9
3『
g
R
m
z
e過
幻
」

マ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
環
境

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
政
策
課
、
公
民
館
、
間
性
館
、
駅
前

く
だ
さ
い
。

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
な
ど

難
関
を
突
破
し
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

格
し
、
本
番
に
向
け
熱
が
入
る

「岡
崎
リ
ト
ル
メ
ジ
ヤ
レ
ツ
ズ
」
を

取
材
し
ま
し
た
。

「
岡
崎
リ
ト
ル
メ
ジ
ャ
レ
ッ
ズ
」

は
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
学
二
年
生

の
少
女
た
ち
三
十
五
人
の
バ
ト
ン

ク
ラ
ブ
で
、
岡
崎
公
民
館
を
中
心

に
毎
週
木
曜
日
、
レ
ッ
ス
ン
に
励

ん
で
い
ま
す
。

指
導
し
て
い
る
先
生
は
、
生
徒

た
ち
が
何
で
も
話
せ
る
お
姉
さ
ん

と
い
う
感
じ
で
、
普
段
は
楽
し
い

会
話
が
は
ず
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

練
習
が
始
ま
る
と
先
生
の
気
迫
に

空
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
生
徒

も
キ
ピ
キ
ピ
し
て
き
ま
す
。

一
人
四
、
五
若
の
衣
装
を
次
々

と
早
替
え
し
な
が
ら
演
技
す
る
と

い
う
大
人
顔
負
け
の
シ
ョ
ー
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
リ
ス
、
し
ら
ゆ
き
姫
と
小
人
、

ミ
ツ
キ
1
、
サ
ン
パ
風
、
チ
ア
ガ

ー
ル
、
そ
し
て
キ
ヤ
ツ
ツ
風
と
衣

装
の
美
し
き
も
、
彼
女
た
ち
の
出

技
を
よ
り

一
府
引
き
立
て
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
方
の
真
心
の
こ
も

っ
た
手
作
り
衣
装
が
、
彼
女
た
ち

の
踊
り
に
自
信
を
も
た
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。

そ
の

一
方
で
「
何
度
注
意
さ
れ

て
も
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、

受
験
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
練
習
し

た
り
大
変
」
と
、
苦
労
話
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
日
、
改
め
て
話
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
四
月
二
十
五
日
の
当
円
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
熱
い
声
援
を
受
け
故
高
の
演
技

が
で
き
、
楽
し
く
、
そ
し
て
自
然

に
踊
れ
た
と
の
こ
と
。
彼
女
た
ち

は
、
ま
た
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く

な
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
締
め
切
り

8
月
白
日
(
火
)

マ
応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
、
フ

ァ
ク
ス
で
環
境
政
策
悦

(〒
矧
l
蹴

浅
間
町
9
1
1
・
F
A
X
0
1
2
0

|
7
0
4
5
8
9)
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政
策
課

(内
線
2
2
6
6
)
へ
。

『色町‘‘智也，‘，‘奪乱即
時
‘，‘宥玲時‘，‘
R'-e，
‘，‘，
-Rd-e
，‘，‘
.
.
 ‘，‘，
a，.
e
*‘eaw時‘，‘可時‘，‘，‘，‘，
‘ea，‘‘，‘‘，‘
.4，‘
，
.4e

・4マ。‘f

マ
締
め
切
り

6
刀
叩
円
(木
)

お
申
し
込
み
は
、
防
災
課

(内
総

2
1
4
3)
へ
。

マ
参
加
費

2
万
円

マ
申
し
込
み

青
少
年
会
館
、
公
民

館
で
お
配
り
す
る
申
込
世
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
行
少
年
会
館

(〒
制

|
制
浅
間
町
内
ul
引
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
膏
少
年
課

(宮
泣
|
7
0
2
9)
へ
。

持品についE
F ヲち えシよ会y

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

募
集
し
ま
す

昼
間
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

効
果
的
な
防
災
活
動
を
し
て
も
ら
お

う
と
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
講
座

(6
月
末
1
3
月
、
全
6
回
)

を
聞
き
ま
す
。

マ
対
象

ω成
以
ド
の
-K性

ラベンダー&ポピーまつり

o 

ま
ち
ぐ
る
み

大
清
掃

五
月
二
十
三
日
(臼
)
午
前
八
時
か

ら
「ま
ち
ぐ
る
み
大
出
掃
」を
実
施
し

ま
す
。自
宅
の
ま
わ
り
の
広
場
や
公
凶

を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
花
火
の
予
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雨

天
の
場
合
は
、
5
月
初
H
(円
)

お
問
い
合
せ
は
、
環
境
管
理
課

(内
線
2
2
4
0)
へ
。

6.000株のラベンダーと 150万本

のポピーに会いに来ませんか。

花や:革木などのI仮!le.や育て方の

相談もあります。

日程 5月29日(土)・30日(日)

時間午前10時~午後4時
会場 馬入・光と風の花づっみ
(*'，桜川河川敷、長i~，スポーツ広場北側)

国水政醍(内線2621)
研修の舞台となる「望星丸」

金目・ 旭芯ど

13の区域で すま使え力道道71< 下共乏ミ
。施工業者は

排水般市Hi工事や水洗化工事は「平塚市公共下

水道指定工郡広」でなければ施工できませんの

でご注意ください。

。貸し付けのあっせんと助成金

排水設備工事や水洗化工事の費用に対して、

貸し付けのあっせんや助成金を交付する制度が

あります。

また、所有者の異なる2棟以上の建物が私道

内に共同で排水設備を設位する場合は、「共同

排水設備助成金制度」があります。

5月11Jから、次の区域で公共下水道が使える

ようになりました。

。公共下水道に接続できる区域

真由、北金目、南金目、片岡、広川、公所、上吉

沢、日向岡二丁 11、級坂問、組、河内、長持、上平

塚の各一部区域

。接続工事はお早めに

処理開始区域内に建物をお持ちの方は、平成

14年4月30日までに排水設備を設置してくださ

い。 また、くみ取り便所は水洗式に改造して、

接続してください。

下水道総務課(ft21-8785)国

地震のときは、最初の数分間の行動が重要です。大きな揺れを感じたら、ます

安全な場所で身を守ることを考えましょう。普段から家具や電気製品などの配置

を工夫して、「逃げ場Jと主主る安全花王空聞を作っておきましょう。

我が家の防災対策を確認く連載⑮〉

家の中に「逃げ場jをつくる



E 果 ~ 電話23・11 1 1・35・11 1 1 平壕市役所

回平成11年5月15日

山原 栄一 府川正明
無 ・2朋 44歳 無 ー1則的歳

ふじみ野-r円2番 6 千石河岸白書17勾・

号

言言宋リ 主宰とA
(e司:;>f<:: ミチJロ

公 ・4WJ 54歳

四之宮771密地

穂版光俊
公 ・5Jlij57歳
山下 713番地の1ファ
ミーラ銘木102号

っ
す

伽

清
蔵一四

円

抽

出

臥

崎
舵一団

粒
i
r郎

公
中

原孝三子
-6期 67ぷ
原三丁目23寄2号

伊 藤 裕
1M -H明 46局主
其 土680番 地。ru帯

刀ロ

;

2

敏
湾

員
詳司

“J
JF
 

無

日

号

出村光
無 -2期 49ぷ
寺田純 28番地の3

端文昭
無 -1期 48ぷ
緬 159番地 の1

小泉善雄
1M -1WJ 49議主
下島512番地

任
期
満
才
に
伴
う
市
長
・
市
調
会
調
員
選
挙
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
畏
選
挙
に
は
、

現
職
の
吉
野
種
威
雄
氏
以
外
に
届
け
出
が
な
く
、
無
投
票
で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
定
数
三
十

四
人
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
四
十
六
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ワ
'。r

H

雄
一
向

呆

ぷ
伺

1
白

丁

林
削
聞
に

小

引
判

無

来

号

金予修一
無 -1期 57歳
立野町34番 17号

渡辺敏光
共 -1期 42成
平塚一丁目5稀 2号

仕
辻

&
h
z
 

幸

減
均

5
4官

、JA
-

E
川

町

河
叡
官

共
老

細野 忠彰
無・ 3W] 61歳
大神 2007帯 地

片倉常夫
-9則 66歳
訪11汀1菰ニ30刀・

小 泉 由 紀雄
共 ・1期 51歳
出縄125帯地の8

聖
一歳
h
r

n
F
ふ
引

に一
4
番

青

湖
町

・
神

無
大

土屋照久
無・ 10期 73歳
長 持479密地 の3

寺

地

裕

慌
時

R
d

。。qd 

姐

期
峨

F
F
E
ワム
-
A
q

--E
--
-
回

ネ
盟

栗田己沼
無 ・3期 56員長
北金目1340務地の1

端山 慎一
-2期 58歳
所242番地

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

2. FAX21-7639 
0子育ての相談 ・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

療育相談室
(豊田分庁舎)

8・FAX32-2738
く〉子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相訟は予約制)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

~17時

。電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・4土曜日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての椙談)毎週月~金躍

日 1 0時~17時

。ヤングテレホン833三733b
(青少年専用ダイヤJし)

毎週月~金曜日10時(土躍

日は1 3時~18時30分)

歪平塚駅

館
央
民

中
公錯口

側
、子

ど
も
教
育

園

句

相
鋭
セ
ン
タ
ー
ド

民
ン

市
セ

6月10日(木)10時~。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時~16時

。婦人

15時

健康相談
(保健センター)

834-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時
~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~ 1 0時30分

833-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療・要予約) 6月10日

(木)13時30分~15時30分

く〉生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9

時-16時

く〉家庭児童 毎週月~金駐日

9時~16時

福祉会館

く〉手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

6月14日(月)13時~16時

。高年齢者職業 5月18日

(火)、加日(木)、6月1日(火)、

3日(木)、 15日(火)9時~12時

。許認可各種届出 5月18日

(火)13時~1 6時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

821-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

6月

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
※一般法律は予約制

o人権 5月18日(火)、6月1日

(火)、15日(火)13時~1 6時

く〉行政 5月18日(火)、 6月

15日(火)13時~16時

o一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日13時~16時

く〉登記・供託・測量 6月11日

(金)13時~16時

。住宅新改築 5月18日(火)、

6 月 1 5日(火) 1 3時~16時

く〉発明・考案・特許 6月7日

(月 ) 10時~15時

。労働 6月10日(木)13時~

16時

く〉下請け取り引き 5月20日

(火)、6月17日(木)13時30

分~16時

。年金・社会保蹟・労災

8日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

-16時

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い



~選挙広報ひ5っか回

奥 山 晴 治
公・ 6W':1 56歳
ド塚二丁目39番8号

筒
剛

蓋
口
減
持

R
d
q
L
 

J

事
情

l
E」
臼H
J

唱ム

白
川
山
町

ォ
。
・
底

無

代

前田晃
公 .7期 58歳
田村5515番地サンシ
ャイン 平塚417号

ヲ

7

n

律
峨
W

6
番

癒

倒

防

大

ω山
川

4
9
1
 

無
回

陶 山 豊 彦
先~・ 2朋 60歳
其聞22容地のl

佐藤宏
無.3JtfJ 63歳
西八幡一丁目2番 9号

瀬下浩
鰍・ 2l0] 51歳
徳延470孫地の5

吉 野 和 美
無・ 1朋 45歳
御殿四丁目6呑 41号

彦

手

嘩

歳
H

r
1
6
2
 

5
番

R

6

 

・HU
um
同

町

市

A

働
MM

州
無

袖

柳川藤一
無 .6朋 73歳
I菊金目889番地

例

氏名党派(無は無

所属、公は公明党、共

は日本共産党、ネは神

奈川 ネットワーク運動)

・当選閲数年齢、住

所 (4月25日現在)

凡
宏
一i

52.37% 
(自自回比一4.6ポイン ト)

男

女

百
一小

49.79ヲ6

55.01ヲ6

投

当選府川 正明 3.852票
当選山原栄一 3.731票
当選高梨孝治 3.584票
当選穂坂光俊 3.546票
当 選 松 崎 清子 3.501票
当選原 孝子 3.394票
当 選 奥 山 日膏j台 3.331票
当 選 杉 山 善調 3.180票
当 選 前 田 晃 3.168票
当選伊藤 裕 3.146票
当選異 敏昭 2.881票
当選出村 ヲfユ 2.642票
当選端 文昭 2.606票
当選小泉春雄 2.554票
当選水野泰助 2.428票
当選大競律子 2.396票
当 選 陶 山 宣彦 2.345票
当選佐藤 宏 2.266票
当選小林 保雄 2.192票
当選金子 修一 2.158票
当選渡辺敏光 2.130票
当 選 田 中 幸雄 2.118票
当選細野忠彰 2.086票
当選片倉 常夫 2.067票
当選瀬下 3告 2.066票
当選吉野和美 2.062票
当選後藤輝彦 1.993票
当選小泉由紀雄 1.976票
当選青木 聖 1.936票
当 選 土 屋 照久 1.900票
当 選 重 田 裕子 1.879票
当 選 栗 田 己好 1.857票
当 選 端 山 慎一 1.837票
当選柳川 藤一 1.833票

田平 尚代 1.742票
佐藤秀子 1.707票
伊漂繁雄 1.675票
志村和子 1.597票
漬野膏雄 1.429票
塚本 ID或 1.382票
岡本清司 1.361票
小津祐子 1.147票
梁川トシ江 911票
西 )11 正人 761票
植田 晃司 676票
中川 常治 145票
(有効投票数101.177票〉

※あん分による小数点以下の

票は切り捨てて表示している

ため、候補者の得票数の合計

と有効投票数は一致しません
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第647号(1日・ 15日発行)

「

今
回
の
市
長
選
挙
で
は
、
対
立
候
補
が
な
く
、

無
投
恕
当
選
に
よ
り
、
引
き
続
き
市
長
の
盈
貨

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
、

二
十
世
紀
か
ら
二

十

一
世
紀
へ
の
架
け
橋
と
な
る
重
要
な
時
期
に

あ
た
り
、
そ
の
職
貨
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

今
年
は
、
年
間
の
テ
1
マ
と
し
て
、
廿
少
年

の
他
全
育
成
を
掲
げ
ま
す
。
学
級
崩
壊
や
犯
罪

の
低
年
齢
化
を
見
で
わ
か
る
よ
う
に
、
若
者
の

健
全
育
成
は
、
ま
さ
に
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
O
O二
年
か
ら
は
義
務
教
育
の
五
日
制
も
導

入
さ
れ
、
家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

る
だ
け
に
、

市川
少
年
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を

吉野稜威雄平塚市長

今
か
ら
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
秋
に
は
、

背
少
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

二
期
自
の
課
題
と
し
て
は
、
行
政
改
革
が
あ

り
ま
す
。
も
っ
と
ス
リ
ム
化
し
、
行
政
の
効
率

化
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
る
に
は
、
行
政
監

察
的
な
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ

せ
、
職
員
が
も
っ
と
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
五

年
間
で
六
%
の
職
民
を
削
減
す
る
た
め
、
定
年

退
職
者
な
ど
の
補
充
を
抑
制
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

さ
ら
に
、
平
塚
市
の
願
と
も
官
、
つ
べ
き
市
民

駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー
や
ラ
イ
ナ
ー
ホ
1
ム
の
整

備
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
ラ
イ
ナ
ー
ホ
l
ム
は
、
東
京
や
新
宿
へ
の
通

勤
時
間
を
短
縮
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
若
い
人
た
ち
が
平
塚
に
定
治
し

や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
高
齢
化
社
会
の

中
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
役
立
つ
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

商
都
・
平
塚
の
復
権
も
大
事
な
問
題
で
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

l
ル・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
テ

ィ
湘
南
が
閥
庖
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
容
が
中

心
商
庖
街
に
も
流
れ
る
の
を
期
待
し
つ
つ
、
注

な
深
く
そ
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
三
歳
児
以
下
の
乳
幼
児
医
療
費
を
無

料
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
環
境
先
進
都
市
を
め
ざ

し、

I
S
O
一
四
O
O
一
認
証
取
得
の
た
め
、
職

員
の
総
力
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
市
民
が
心
泣
か
に
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
心
の
通
じ
る
行
政
を
進
め
た
い
と
患
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
と
の
協
働
化
が
不
可

欠
で
す
。
情
報
も
で
き
る
限
り
公
開
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
塚
の
歴
史
に
つ
い
て
も
再

発
比
し
つ
つ
、

二
十

一
世
紀
へ
向
け
、
心
を
新
た

に
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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の

意

子
ど
も
へ
の
心
理
的
な
か
か
わ
り
と
し
て
、
「
遊

び
」
を
通
し
た
遊
戯
療
法
が
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
は
静
か
に
遊
ん
で
い
た
子
も
次
第
に
元

気
に
な
り
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
1
ム
か
ら
体
を
動
か
す

遊
び
に
な
っ
た
り
、
プ
レ
イ
ル
l
ム
金
一体
を
使
っ

た
り
と
、
情
動
が
泣
か
に
な
り
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
ゲ
l
ム
で
も
自
分
の
都
合
の
い
い
よ

う
に
ル
l
ル
を
変
更
し
た
り
、
さ
い
こ
ろ
を
振
り

直
し
た
り
と
い
う

「ず
る
」
を
す
る
よ
う
に
な
る

子
も
い
ま
す
。
学
校
や
公
悶
な
ど
の
社
会
的
な
場

面
で
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
、

一
緒
に
遊
ん
で
い

体
脂
肪
っ
て
何

質
問

る
友
達
か
ら
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
で

も
、
プ
レ
イ
ル
l
ム
の
中
で
は
安
心
し
て
で
き
る

の
で
す
。

「問
題
行
動
」
と
い
う
と
惑
い
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
言
葉
で
す
が
、
今
ま
で
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
が

出
せ
る
さ
つ
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

子

る
」
も
、
ず
っ
と
し
続
け
る
こ
と
は
な
く
、
や
が

て
は
し
な
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
そ
の
子

の
心
の
小
で
変
わ
り
始
め
て
い
る
「
何
か
」
を
感

じ
ま
す
。

安
心
し
て
自
分
を
出
せ
る
時
間
と
空
間
、
そ
し

て
そ
れ
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
相
手
が
い
る
こ
と

で
、
人
は
変
わ
っ
て
い
け
る
の
で
す
。
新
し
い
自

分
自
身
と
の
出
会
い
、
そ
れ
は
本
来
持
っ
て
い
た

自
分
自
身
そ
の
も
の
と
の
出
会
い
な
の
で
す
。
今

ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
向
分
門
身
に
出
会
う
こ
と

で
、
新
し
い
逃
が
聞
け
て
き
ま
す
。

社
会
的
な
場
面
で
自
分
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
に
も
、
プ
レ
イ
ル
l
ム
で
の

「遊
び
」

に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。

A
V
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山保
必
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

。&A
肪
組
織
は
ほ
と
ん
ど
屯
気
を

通
さ
な
い
た
め
、
身
体
の
電

気
抵
抗
を
測
る
こ
と
で
脂
肪

と
そ
れ
以
外
の
組
織
の
側
合

が
測
定
で
き
ま
す
。
体
脂
肪

計
は
、
こ
の
特
性
を
利
崩
し

て
体
脂
肪
率
を
測
り
ま
す
。

測
定
す
る
と
き
に
流
れ
る

電
流
は
非
常
に
微
が
な
の
で

人
体
に
は
無
害
で
、
心
配
あ

り
ま
せ
ん
。
機
総
に
よ
っ
て

判
定
が
多
少
追
っ
た
り
、
妊

娠
中
の
人
や
成
長
期
の
子
ど

も
な
ど
は
身
体
の
組
織
の
変

化
が
大
き
く
、
其
の
体
脂
肪

率
と
差
が
出
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
激
し

い
運
噌
れ
一
後
や
入
浴
後
に
測

定
し
た
と
き
に
も
、
差
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

体
脂
肪
率
を
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
目
安
と
し
て
利
用

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

A-保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
鈍

)
0
3
1
1

と
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
若

い
こ
ろ
よ
り
も
運
動
此
が
減

っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
脂

肪
代
謝
機
能
が
低
下
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
摂
取
が
過
剰
に
な

る
た
め
で
す
。

体
脂
腕
M

脂
肪
の
電
さ
)

が
体
重
に
内
め
る
制
合
は
、

体
脂
肪
率
で
示
さ
れ
ま
す
。

人
の
身
体
を
構
成
し
て
い
る

成
分
の
う
ち
最
も
多
い
の
は

水
分
で
、
体
重
の
五
割
か
ら

六
割
を
市
め
て
い
ま
す
。
次

に
多
い
の
が
脂
肪
で
す
。
脂

最
近
よ
く
話
題
に
な
る

「体
脂
肪
」
に
つ
い
て
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

蕊
答
え

消
針
赴
を
上
回
る
熱
訟
を

と
る
た
め
に
、
熱
U
M加
が
替

積
さ
れ
た
も
の
が
体
脂
肪
で

す
。
体
脂
肪
が
多
い
の
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
と
消
費

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
も
た
ら

す
現
象
と
い
え
ま
す
。
要
因

と
し
て
は
、
食
べ
過
ぎ
や
飲

み
過
ぎ
、
運
動
不
足
や
体
質

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「食
べ
る
量
が
噌
え
た
わ

け
で
は
な
い
の
に
、

巾
年
に

な
る
と
太
る
の
は
な
ぜ
か
」

夜 11時以降にカラオケを使用することは、県条例で制限されています。特に住宅街

では、午後11時から午前6時までの聞は、音響機器を使ったり、使わせたりすること

ができませ ん。生活騒音に注意し、隣近所と快適なコミュニケーションをはかりまし

ょっ。

生活騒音に注意!

上手な歌でも夜中は騒音
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